III 企業就労アセスメント実習の取組 by 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属特別支援学校



前期
夏期
後期
表Ⅲ－1平成26～28年度における企業就労アセスメント実習実施状況
1年生
職場見学
企集就労
アセスメント実習
事業所内
3日間
口
平成26年度
2年生
卜実習
現場実習
企業･その他
3年生
現場実習
企業･その他
現場実習
企業･その他
1年生
職場見学
企集就労
アセスメント実召
事業所内
1週間
平成27年度
2年生
現場実習
企業･その他
現場実習
企業･その他
3年生 1年生
現場実習
企業･その他
職場見学
企集就労
アセスメント実習
事業所内
3日間
企象就労
現場実習
アセスメント実■
企業･その他 事業所内
2週間
平成28年度
2年生
企集就労
アセスメント実習
施設外就労先。
事業所内
2週間
アセスメント実■
施設外就労先
現塙実習
企業･その他
※平成26年度は初年度のため、1年時に体験していなかった2年生も対象とした。
3年生
現場実習
企業･その他
現場実習
企業･その他
（1）一年次（平成26年度）の取組
①取組の概要
金沢市内にある就労移行支援事業所で、実習（3日間）と事後のケース会を試行した。対象は、
一般就労を希望する高等部1年生、2年生とした。
②成果と課題
・生徒は、働くうえで必要なことを身を持って体験できた。また、生徒への各支援員の対応が
同じ基準であり、生徒にとって分かりやすいものであった。
・実習の3日間だけが大切なのではなく、実習中の生徒のエピソードをもとに、教師が生徒や
保護者と懇談をしたり、教師間で話し合ったりすることで、各生徒の課題を明確化ができた。
･31I間の実習では、アセスメントの期間としては十分ではなかった。
・企業就労アセスメント実習の仕組づくりのため就労移行支援事業所の支援員と本校教員との
間での話し合いを増やす必要がある。
（2）二年次（平成27年度）の取組
①取組の概要
一年次の課題を受けて二年次である平成27年度は新入生を対象に、2年間の企業就労アセスメ
ント実習を開始した。1年目の間に就労移行支援事業所内での実習、2年目の前期に施設外就労
先の企業での実習を実施することとした。
ア．－年次からの改善点
・金沢市内にある就労移行支援事業所で、後期（10月）に、実習（1週間・事後のケース会含
む）と事後のケース会を行った。対象は、高等部1年で一般就労を希望する生徒とした。就
労移行支援事業所と本校との連絡会は年間に4回実施した。
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表Ⅲ－3前期・企業就労アセスメント実習スケジュール（2年生・平成27年度入学生）
金1週目
午前
???
水 木火
就労移行支援事
業所内での実習
B社 B社 B社就労移行支援事
業所内での実習
午後
???
2週目
午前
火 水 木
???
B社 B社 B社就労移行支援事
業所内での実習
午後 ケース会
A社一・スポーツ用品店（作業内容：清掃、床のモップがけ）
B社･･バッヂ、キーホルダー等製造会社（作業内容：製品のバリ取り、袋入れ、汚れ落とし等）
※月曜・第1週の金曜は、就労移行支援事業所に出勤。火・水・木曜は、B社に出勤。第2週の金曜の
事後のケース会は、就労移行支援事業所で実施。
表Ⅲ－4夏期追加実習の内容（2年生・平成27年度入学生）
内容
C社“･花屋 包装ビニールのシールはり、花巻き、紙取り等
実習期間：3日間（午前。午後)C社に出勤
表Ⅲ－5夏期・後期・企業就労アセスメント実習の内容（1年生・平成28年度入学生）
プログラムの名称
基礎学習
パソコン
軽作業
グループワーク
内容
メモ取り、認知課題、ピッキング、数値チェック、封筒の分類等
数値入力、文章入力等
ボールペン組立、プラグ・タップ組立、外注作業等
ビジネスマナー等
＊半日ごとに1つのプログラムを行う。
エ企業就労アセスメント実習評価表の作成
昨年度は、1年後期に実施した事業所内でのアセスメント実習において、就労移行支援事業所
が作成・使川している「就労準備到達表」を評価に使用した。施設外就労先の企業を中心にした
実習では、}1-1当者が常に実習生に付き添う訳ではなく、「就労準備到達表」での｜分な評価が難し
いという蝿lllで、使用しないこととした。しかし、企業就労アセスメント実習を進めていく巾で、
生徒の自己評価・他音評価を行い、長所や課題を分析し、共通理解を図り、進路指導にﾉ14かしな
がら、生徒の変容を追っていくためには、新たなI;!価表の必要性が改めて認識された。そこで、
就労準備到達表を参考に評価項l.1を検討し直し、帆労移ｲr支援事業所のr解を得て、学校独自の
「企業就労アセスメント実習評価表（以ド、評価炎)」（表Ⅲ－6）を作成した。この評価表は1
年生（平成28年度入紫生）の後期の実習から使川することとした。
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（3）事例3(K男･1年生）「今年度からの新しい仕組を適用した事例」
①生徒の実態
K男は今年度、地域の公立中学校から本校へ入学した。初めての環境や人前で話すことを苦手
としており、声が小さかったり、考えや思いはあるが、それを言葉で表現することに時間がかか
ったりすることが多い。自由な意見を求めるような問いかけに対し、相手からの選択肢や回答な
どが出されるのを待って、それに応答するといったいわゆる「待ちの姿勢」がよく見られる。内
言語や語彙力、理解力はあり、考えや思いを書いて文字にしたり、話を聞いて理解したりするこ
とができる。また、‘|貫れた環境において、ある程度決まった文言や用意された文（原稿）などは
人前でも聞こえる声で言えるようになってきた。
②企業就労アセスメント実習の様子
本人の実態に加えて初めての実習ということもあり、夏期の実習では初日、緊張や不安が見ら
れたが、2日目以降は↓|貫れた様子で取り組んでいた。また、後期の実習でも2週間を通して落ち
着いて取り組んでいた。就労移行支援事業所の支援員からの話や、支援記録（就労移行支援所業
が作成しているもの）や、本人の実習日誌等からもそのことが伺えた。
初めての人に話すことができるかどうか担任は心配していたが、当初の予想に反し、初日から
報告場面で初めての人に対しても話していた。
また、「早寝・早起き」も課題の1つであったが、後期の実習では自分で起き、早めに寝ていた
との記述が実習日誌の家庭欄に書かれていた。
実習日誌や支援員からの話や記録などから、2回の実習を通して、プログラム（表Ⅲ－5）にも
真面目に取り組み、実習中に受けたアドバイスや注意も素直に受け入れ、自身の課題改善や目標
達成に向けて取り組んでいた印象である。
③実習後の振り返り
実習終了後には、本人と面談をして目標の達成具合や成果と課題、今後の取組などについて話
し合った。さらに、後期の実習後については、前述したように、評価表を実習前後に記入するよ
うにし、自分で付けた評価点を項目ごとに実習前後で比較していき、評価点の上がった項目と下
がった項目について、教師がその理由を聞き取ったり、本人が記入したりするようにした｡
また、就労移行支援事業所と保護者の評価点と自分の評価点とを比較し、大きく差がある項目
（2点差以上）や差がない項目（点数一致）について、自分で考える評価と他者が考える評価に
は違いがあることや反対に同じように評価されていることに気づくようにしたり、三者が共通し
て点数の低い（高い）項目は何か、またその理由を考えたりするようにした。
そして、面談の過程で、生徒から出た感想や意見、実習日誌等に書かれたことなどから、生徒
の内面の変容を推察するようにした。
2度の実習を終えての本人の自己評価（振り返り）の一部を表Ⅲ－9に示す。なお、内容につ
いては、実習日誌や実習後の生徒との面談に依るものである．
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